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はじめに 
バブル崩壊後、日本は“失われた 10 年”を脱却しつつも閉塞感のあるなか、その出口を見
出そうとしている。そのなかで日・米・欧の 3 極構造として国際関係を捉えると、強力な欧米・
日米関係とは異なり、日欧の関係は極めて希薄な関係で進行してきた。1980 年代のヨーロッパ
との経済摩擦の関係も、その後大きく協調・緩和の方向に転換してきている。しかしながら、
1990 年代以降アジアに展開した新しい動きをみると、EU、日本、アジアの関係が現在どのよ
うに構造変化をして、今後、経済的ダイナミックな展開ができるのか、その可能性を探る必要
がある。 
 戦後、アメリカのイニシャチブのもとで、ヨーロッパと日本は経済的復興を果たして、現在
は世界経済に与える影響は図りし得ないものとなった。2002 年度で比較すると、アメリカは
GDP で世界全体の 34.1％、貿易（輸出）で 10.9％、EU はそれぞれ 28.1％と 38.0％、日本は
それぞれ 13.0％と 6.5％を占めている。（図 1 参照） このように、日・米・欧の比重の高さ
から日米欧の 3 極構造として捉える見方は、日本の驚異的な経済成長がピークとなった 1980
年代になってからのことである。特に、この頃の時期には日本の経済発展による欧米諸国との
貿易のアンバランスによる新たな経済摩擦を生み出した。それは 1989 年の日米構造協議に端 
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